
 第１回外相会合，第2回高級事務レベル会合（2000年8月（於：チリ）） 
・枠組文書を採択 
・政治、経済、文化、社会、教育、科学技術等広範な分野について自由に意見交換。 
※我が国から荒木外務副大臣（当時）が出席 

 

ＦＥＡＬＡＣ会合の流れ 

第5回経済・社会ＷＧ（07年10月韓国） 

第3回政治・文化・教育ＷＧ（04年9月シンガポール） 

第5回科学技術ＷＧ（09年2月パナマ） 

 

 

 

第7回高級事務レベル会合 (2005年10月韓国) 

第6回経済・社会ＷＧ（08年11月エクアドル） 

第4回政治・文化・教育ＷＧ（06年2月コロンビア） 

第2回外相会合，第6回高級事務レベル会合（2004年1月（於：フィリピン）） 
・マニラ行動計画を採択 

・国境を越える諸問題（テロ、感染症、環境、国際犯罪等）、経済関係の強化（貿易・投資 関係の促進やＩＴの活用等）などを指摘、議論した。 

※我が国から阿部副大臣（当時）が出席。 

第5回政治・文化・教育ＷＧ（08年7月インドネシア） 

第３回外相会合，第8回高級事務レベル会合（2007年8月（於：ブラジル）） 
・ブラジリア宣言を採択 

・貿易・投資促進に係る協力強化方法、国際的な諸課題（気候変動問題、ミレニアム開発目標、国連改革等）の問題解決に向けた協力等について議論。 

※麻生大臣（当時）が出席。企業家支援、IDB・ADBとの連携、国際的な諸課題（WTO、安保理改革、環境問題）に向けた協力強化等についてスピーチ。 

第1回高級事務レベル会合 (1999年9月シンガポール) 

第1回経済・社会ＷＧ（02年3月日本） 第１回政治・文化・教育ＷＧ（02年5月シンガポール） 第１回教育・科学技術ＷＧ（02年6月日本） 

第3回高級事務レベル会合 (2001年3月チリ) 

第2回経済・社会ＷＧ（03年3月日本） 第2回政治・文化ＷＧ（03年5月チリ） 第2回教育・科学技術ＷＧ（03年8月コスタリカ） 

第6回政治・文化・教育ＷＧ（09年3月コロンビア） 

第9回高級事務レベル会合 (2009年4月アルゼンチン) 

第4回高級事務レベル会合 (2002年11月コロンビア) 

第3回経済・社会ＷＧ（04年11月アルゼンチン） 

第3回教育・科学技術ＷＧ（05年3月コスタリカ） 

第5回高級事務レベル会合 (2003年8月コスタリカ) 

第4回経済・社会ＷＧ（06年6月日本） 第4回科学技術ＷＧ（06年6月タイ） 
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第５回外相会合，第12回高級事務レベル会合（2011年8月（於：アルゼンチン）） 
・ブエノスアイレス宣言を採択 

・ＦＥＡＬＡＣ諸国が抱える共通問題（国連改革、国際金融規制、気候変動問題、ＷＴＯドーハラウンド等）について議論。 

・スリナム、ホンジュラスが新規加盟。 

・有識者会合ビジョン・グループの創設を決定。 

※我が国から山花外務大臣政務官（当時）が出席。 

第10回経済・社会ＷＧ（13年6月インドネシア） 

第8回政治・文化・教育ＷＧ（11年8月アルゼンチン） 

第13回高級事務レベル会合 (2012年10月（於：コロンビア)） 

第６回外相会合，第14回高級事務レベル会合（2013年6月（於：インドネシア）） 
・ウルワトゥ宣言を採択 

・FEALAC活性化のためのビジョン・グループ最終報告書（有識者から成るビジョン・グループが作成）が提出され，歓迎された。 

・時期調整国にタイ及びコスタリカが就任。 

※我が国から鈴木外務副大臣（当時）が出席。 

第15回高級事務レベル会合 （2014年8月（於：タイ)） 

第11回高級事務レベル会合 (2010年11月インドネシア) 

第４回外相会合，第10回高級事務レベル会合（2010年1月（於：東京）） 
・東京宣言を採択 
・ＦＥＡＬＡＣ諸国が抱える共通問題（金融経済危機、移民・貧困問題、環境問題）、地球規模問題（軍縮、国連改革、人権、防災等）について議論。 
・作業部会を効率化し、広報・民間セクターとの協力を推進することで、ＦＥＡＬＡＣの運営を強化することを決定。 

※岡田大臣（当時）が出席し、岡田グリーンイニシアティブを表明。環境問題及び経済問題に関し、ＦＥＡＬＡＣ各国に対する支援を表明（違法伐採監視、省エネ
ルギーの推進、中小企業支援など）。 

第7回政治・文化・教育ＷＧ（10年11月インドネシア） 

第9回科学技術ＷＧ（13年6月インドネシア） 

第9回経済・社会ＷＧ（（12年10月コロンビア） 第9回政治・文化・教育ＷＧ（12年10月コロンビア） 

第10回政治・文化・教育ＷＧ（13年6月インドネシア） 

第8回経済・社会ＷＧ（11年8月アルゼンチン） 

第8回科学技術ＷＧ（12年10月コロンビア） 

第7回科学技術ＷＧ（11年8月アルゼンチン） 

第7回経済・社会ＷＧ（10年11月インドネシア） 

第6回科学技術ＷＧ（10年11月インドネシア） 

第1回社会ＷＧ（14年8月タイ） 第1回文化・青少年・観光ＷＧ（14年8月タイ） 第1回科学技術・イノベーション・教育ＷＧ（14年8月タイ） 
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第7回外相会合，第16回高級事務レベル会合（2015年8月（於：コスタリカ）） 
・サンホセ宣言を採択 

・ＦＥＡＬＡＣ諸国が抱える共通問題（国連改革、国際金融規制、気候変動問題、持続可能な開発等）について議論。 

・韓国、グアテマラが時期地域調整国。 

※我が国から中山副大臣（当時）が出席。 

第2回社会ＷＧ（15年8月コスタリカ） 第2回文化・青少年・観光ＷＧ（15年8月コスタリカ） 第2回科学技術・イノベーション・教育ＷＧ（15年8月コスタリカ） 


